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町の人口
（45年6月末現在）
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の

人　口
男
女

世帯数
前月と

人口　＋78　世帯＋62

9月18日（1970〕

看Ｉ Ｎｏ．2661ｍ

毎月一回各家庭に配布

－
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昭
和
四
十
六
年
歌

会
始
の
お
題
に
つ

い
て

☆
頗
「
家
」

☆
期
間
　
昭
和
四
十
五
年
十

月
十
二
日
ま
で

☆
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は

役
場
庶
務
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

（
㊥
9
ハ
三
こ

紳…づ珂ねクやイ
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回
少
年
野
球
大
会

優
勝
二

頃
未
地
区
（
小
学
生
の
部
）

吉
田
三
地
区
（
中
学
生
の
部
）

第
六
回
水
巻
町
少
年
野
球
大
会
は
、

八
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
五

日
間
、
水
巻
中
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
夏
季
に

お
け
る
少
年
の
必
身
練
磨
と
体
力
の
向

上
を
は
か
り
、
あ
わ
せ
て
青
少
年
の
健

全
な
育
成
を
目
ざ
し
て
行
な
わ
れ
た
も

の
で
す
。

小
さ
な
名
選
手
連
は
、
炎
天
の
下
で

日
ご
ろ
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
空
地
で
鍛
え

た
腕
前
を
発
揮
し
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
と
も
年
々
技
術
は
向
上
し

惜
し
く
も
第
二
試
合
で
破
れ
た
机
社
宅

の
池
田
投
手
は
、
小
学
生
の
野
球
に
は

珍
し
く
け
ん
制
が
う
ま
く
、
再
三
の
ピ

ン
チ
も
こ
の
け
ん
制
で
う
ま
く
切
り
ぬ

け
、
応
援
の
人
達
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

試
合
は
熱
狂
す
る
父
兄
の
声
援
の
中

で
、
頃
末
地
区
（
小
学
生
の
部
）
、
苦

悶
三
（
中
学
生
の
部
）
チ
ー
ム
が
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
し
、
小
さ
な
手
に
真
新
し
い

優
勝
旗
を
し
っ
か
り
と
始
り
し
め
て
お

り
ま
し
た
。

家庭で作ってよい酒悪い酒
一・一奥様ご注意ぶどう酒づくりは違反です－

最
近
は
家
庭
で

梅
や
み
か
ん
を
原

料
と
し
て
、
ホ
ー

ム
リ
カ
ー
を
楽
し

む
方
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
梅

酒
な
ど
は
、
サ
イ

ダ
ー
で
割
っ
て
飲

む
と
甘
ず
っ
ぱ
い

味
と
炭
酸
が
調
和

し
て
お
い
し
く
、

ど
婦
人
方
に
も
喜

ば
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。と

こ
ろ
で
、
こ

の
ホ
ー
ム
リ
カ
ー

で
す
が
、
ど
の
よ

う
な
酒
で
も
つ
く

っ
て
よ
い
か
と
い
い
ま
す
と
、
そ
う

で
は
な
く
次
の
よ
う
な
粂
件
が
あ
り

ま
す
。
も
し
、
こ
れ
に
違
反
し
ま
す

と
、
酒
税
法
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
ま

す
か
ら
ど
注
意
く
だ
さ
い
。

※
　
つ
く
っ
て
よ
い
も
の
は

十
三
種
類

梅
、
み
か
ん
（
温
州
・
紀
州
・
夏

み
か
ん
・
レ
モ
ン
に
限
る
）
す
も

も
、
か
り
ん
、
い
ち
ご
、
に
ん
に

、
く
、
く
こ
、
し
そ
、
く
わ
、
ま
た

た
び
、
さ
る
、
な
し
、
と
ち
、
ぐ

み
に
限
り
ま
す
。

こ
の
外
の
も
の
、
た
と
え
ば
、

ぶ
ど
う
酒
を
つ
く
る
の
は

い
け
ま
せ
ん

※
　
し
ょ
う
ち
ゅ
う
と
砂
糖

を
入
れ
て
前
記
の
十
言
胃
と

八
Ｖ
Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｖ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｙ
・
明
　
言
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
1
日

ア
ル
コ
ー
ル
分
二
Ｃ
貯
以
上
の
酒

癖
（
一
般
に
し
ょ
う
ち
ゅ
う
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
）
と
砂
糖
を
混
ぜ

合
わ
せ
て
つ
く
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

※
　
自
家
用
に
限
る

自
家
用
以
外
に
つ
く
る
こ
と
は
楽

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
つ
し
ん
で
お
く
や

み
も
う
し
あ
げ
ま
す

つ
ぎ
の
方
か
ら
香
典
返
し
に
か

え
多
額
の
金
品
を
社
会
福
祉
協
議

会
に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
故
人
の
ど
め
い
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

故
大
中
成
珊
棟
（
岡
垣
町
）
大

中
紀
代
美
様
、
故
平
川
フ
ミ
様
（

梅
ノ
木
区
）
平
川
政
国
様
、
故
森

田
チ
ヨ
ノ
様
（
頃
末
）
森
田
静
代

様
、
故
工
藤
ト
ド
メ
様
（
頃
末
）

工
藤
姦
艮
生
様
、
故
白
石
哲
翁
様

（
吉
田
三
）
白
石
ヨ
シ
子
種

ス
ピ
ー
ド
と
酒
で
凶
器
に
な
る
車

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

秋
の
交
通
安
全
福
岡
県
民
運
動
が
、

十
月
六
日
か
ら
十
月
十
五
日
ま
で
の
十

日
間
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
歩
行
者
、
運
転
者
、

運
転
者
の
雇
主
、
そ
の
他
道
路
交
通
に

関
係
あ
る
人
に
交
通
安
全
、
思
想
の
周

知
徹
底
を
は
か
り
、
正
し
い
ル
ー
ル
の

実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
は
か
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

☆
重
点
日
頗

①
　
歩
行
者
事
故
、
と
く
に
こ
ど
も

と
老
人
の
事
故
防
止

⑧
飲
酒
運
転
に
ｌ
よ
る
事
故
防
止

⑧
無
謀
運
転
に
よ
る
事
故
防
止

巡
回
交
通
事
故
相
談
の
実
施

・
日
時
　
十
月
六
日
　
九
時
～
十
六
時

ま
で

国
民
年
金

所
得
比
例
保
険
料
制
度

十
月
か
ら
実
施

所
得
比
例
保
険
料
年
金
と
は
、
現
在

納
め
て
い
る
定
額
保
険
料
（
四
百
五
十

円
）
の
別
に
毎
月
（
三
百
五
十
円
）
1

計
八
百
円
納
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
方
猿
で
す
と
受
給
の
と
き
は
、

次
の
表
の
よ
う
に
な
り
大
変
有
利
で
す

こ
の
制
度
は
昭
和
四
十
五
年
十
月
一

左のほかに所
得比例保険
型隻細嬰主人

150，000円

180，000円

210，000円

240，000円

定額保険料
を納めた人

90，000円

115，000円

134，400円

153，600円

附
頼
糊
嫡
壷
埠
昨

‥
ハ
・
・
い
・
叫
・
㌦
山
　
方
　
恥

☆
そ
の
他
、
群
わ
し
い
こ
と
は
役
場
住

民
課
年
金
係
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

町
体
育
の
日
　
十
月
十
一
日

・
場
所
　
田
川
市
役
所
金
線
室

発行所　福岡県遠賀那水巻町役場

〇
三
種
混
合
（
百
日
咳
、
ジ

フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
）

「
該
当
児

の
初
回
免
疫

生
後
六
ケ
月
以
上
（
四
十
五
年
一
月

一
日
か
ら
こ
月
末
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

乳
児
）
又
は
生
後
な
ん
ら
か
の
理
由
で

ま
だ
一
度
も
接
種
を
受
け
て
い
な
い
乳

幼
児
（
三
回
注
射
）

回
追
加
免
疫

二
期
　
初
回
免
疫
注
射
三
回
緯
了
後

一
年
か
ら
一
年
半
の
間
に
受
け

る
（
一
回
注
射
）

三
期
来
春
小
学
校
入
学
児
（
一
回

注
射
）

※
幼
稚
園
、
保
育
園
児

三
料
金
　
無
料

奇

9
月
25
日

掴 第
2
回
目

10
月
15
日

描 第
3
回
目

町

民

Ａコミ
館

至

転
任
公
民
館

樋

口
公
民
館

場

所

14 14 14
時

閲

時 時 時
か か か
ら ら　ら
16 15 16
噂 時　時
ま ま　ま
で で　で

○
乳
児
一
斉
検
診
　
　
　
　
　
「
該
当
児

総
合
審
査
で
す
。
多
数
参
集
し
て
下
川
　
初
回
第
一
回
目
を
服
用
す
る
も
の

十
月
二
十
三
日
　
町
民
会
飴

十
四
時
か
ら
十
六
時
ま
で

三
、
料
金
　
無
料

※
母
子
手
帳
持
参
の
こ
と

病
気
そ
の
他
服
用
に
つ
い
て
必
配

の
あ
る
方
は
必
ず
服
用
前
に
医
師
に

ど
相
談
下
さ
い
。

ハ
シ
カ
の
予
防
注
射
の
前
後
一
ケ

さ
い
。

一
、
詫
当
児

四
十
四
年
九
月
一
日
か

ら
四
十
五
年
八
月
三
十
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
児

二
、
日
時
及
び
場
所
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．
1
′
1
．
／
ヽ
こ
・
、
．
ヽ
′
三
・
・
一
ｌ
・
三
，
ｌ
ｔ
∫
．
．
－
′
．
・
．
．
／
ヽ
．
、
、
．
ヽ
′
㌧
．
′
ヽ
．
∫
ヽ
ノ
2
・
ｉ
1
．
．
．
Ｊ
＿
、
∫
．

四
十
五
年
度
秋
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ｌ
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．
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．

十
月
二
日
　
町
民
会
館

検
診
時
間
十
四
時
か
ら
十
六
時
ま

Ｒ

三
、
料
金
　
鰯
料

○
小
児
マ
ヒ
予
防
生
ワ
ク
チ

ン
投
与

（
四
十
五
一
月
一
日
か
ら
六
月
三
十

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
児
）

、
回
第
二
回
眉
の
服
用
（
今
年
の
春
（

五
月
）
に
第
一
回
目
を
服
用
し
た
も

の
）

の
　
生
後
何
ら
か
の
理
由
で
服
用
し
て

い
な
い
幼
児

ニ
ッ
日
時
及
び
場
所

月
間
は
服
用
出
来
ま
せ
ん
の
で
ど
注

意
下
さ
い
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
注

射
「
小
中
学
校
及
び
幼
稚
園
、
保
育
園

に
つ
い
て
は
各
施
設
で
実
施
い
た
し

ま
す
。料

金
…
無
料

二
、
一
般
住
民

○
実
施
期
間
十
月
二
十
日
か
ら

十
二
月
十
日
ま
で

○
実
施
場
所
　
町
内
の
各
開
業
医

〇
時
　
間
　
各
医
の
珍
療
時
間
内

○
該
当
者
生
後
6
ケ
月
以
上
老

人
ま
で
の
全
員

○
料
金

の
十
五
才
以
上
　
三
百
八
十
円

．
（
百
九
十
円
さ
面
）

回
十
五
才
未
満
　
二
百
六
十
円

（
百
三
十
円
×
二
回
）

聖
ハ
才
未
満
　
二
百
ｌ
芋
円

（
百
十
円
×
二
回
）

何
次
に
核
当
す
る
人
は
無
料
で
す

か
ら
役
場
で
発
行
す
る
予
防
接
種

○
非
課
税
の
人
又
は
町
県
民
税
が

均
等
割
以
下
の
人
及
び
そ
の
人

と
生
計
を
一
に
す
る
扶
養
家
族

予
防
接
種
券
の
発
行
は
十
月
十
日
か

ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
行
な
い
ま
す
。

注
意
事
項

一
、
注
射
を
受
け
て
は
い
け
な
い
人
有

熱
患
者
、
必
備
へ
じ
ん
職
、
肝
臓
疾

患
の
あ
る
者
、
糖
尿
病
、
脚
気
、
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
、
病
後
衰
輿
妊
婦

な
ど
（
命
、
注
射
に
つ
い
て
不
安
な

人
は
主
漁
医
に
よ
く
相
蔽
し
て
下
さ

い
）

バ
　
レ
ー
ポ

ソ
　
フ
ト
ボ

日
ご
ろ
運
動
す
る
槻
会
に
恵
ま
れ
な

い
家
庭
の
主
婦
や
、
中
高
年
層
を
対
象

に
、
今
年
の
「
体
育
の
日
」
、
十
月
十

盲
の
体
育
競
技
大
会
は
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
二
種
目
に
き

ま
り
ま
し
た
。

体
育
の
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高

揚
を
は
か
り
、
健
康
で
明
る
い
生
宿
を

送
る
た
め
に
多
数
参
加
し
て
く
だ
さ
い

種
　
目

二
、
町
外
で
予
防
接
種
を
受
け
る
璧
ロ
☆
公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

は
町
役
場
で
発
行
す
る
予
防
接
種
券
　
○
姦
男
子
の
部
（
九
人
制
）

は
無
効
で
全
部
有
料
で
す
・
　
　
　
町
内
居
住
者
（
小
中
学
生
を
除
く

券
を
禁
し
て
接
種
を
受
け
て
下
㊥
す
べ
て
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
　
○
遠
女
手
の
部
（
六
人
制
）

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
病
気
そ
の
他
の
必
配
の
あ
る
方
は
事
　
町
内
居
住
者
で
既
婚
者
に
限
る

○
生
活
保
護
世
帯
（
受
給
カ
ー
ド
　
前
に
主
治
医
な
ど
に
よ
く
相
続
し
て
　
○
中
学
男
子
の
部
（
九
人
制
）

持
参
の
こ
と
）

下
さ
い

○
中
埠
文
子
の
部
（
九
人
制
）

〓
川
　
大
会

ノ

☆
会
場
　
水
巻
申
体
育
館
、
間
中
グ
ラ

ウ
ン
ド

☆
公
民
飽
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

〇
一
般
男
子
（
九
人
制
）

三
十
才
以
上
の
男
子
と
し
、
三
十

才
は
常
時
五
人
以
内
。
四
十
才
以

上
は
四
人
以
上
。
な
お
参
加
チ
ー

ム
多
数
の
と
き
は
十
月
四
日
に
予

選
を
行
な
い
ま
す
。

☆
会
場
　
水
巻
申
グ
ラ
ン
ド

頃
末
小
グ
ラ
ン
ド
・

☆
試
合
開
始
　
両
種
目
と
も
九
時
三
十

分

☆
席
天
の
場
合
は
後
日
連
絡
し
ま
す
り

☆
受
付
期
間
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

町
教
董
会
事
務
局
（
⑳
〇
四
〇

三
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

．　　　　　　　　　＿．．　　　　　　　　　　　　　　　　∴去。．Ｌ⊥り∴　－．山こ
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住
民
福
祉
の
向
上
と

地
域
格
差
の
是
正

過
疎
対
東
法
と
は
、
最
近
に
お
け
る
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
急
激
な
減
少
に
よ
り
地
域
社
会
し
か
も
、
こ
の
諜
現
象
は
、
若
菜
欝
鮎
爛
茄
㌫
綜
硝
湖

の
基
盤
が
変
勤
し
、
生
活
水
準
及
び
生
労
働
力
の
流
出
な
ど
と
し
て
あ
ら
わ
れ
要
な
行
財
政
上
の
特
別
措
置
を
講
じ
、

絹
溌
整
蟻
班
簑
鸞
鐸

に
謝
与
せ
レ
ぎ
っ
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

過
疎
地
域
の
要
件

○
　
昭
和
四
十
年
の
国
勢
調
査
人
口
が

昭
和
三
十
五
年
の
国
勢
調
査
人
口
よ

り
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
て
い

る
こ
と
。

○
　
昭
和
四
十
一
年
度
か
ら
昭
和
四
十

三
年
度
ま
で
の
財
政
力
指
数
の
平
均

値
が
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る

こ
と
。

①
土
地
の
有
効
利
用
を
は
か
る
た
め

土
地
利
用
計
画
を
行
な
う
。

⑧
主
要
幹
線
遠
路
及
び
足
元
道
路
の

整
備
を
行
な
う
。

⑨
厚
生
福
祉
施
設
の
整
備
を
行
な

、
そ
の
他
現
況
と
問
題
点

遠
賀
郡
で
申
闇
市
遠
賀
郡

①
水
道
施
設
．

水
巻
町
上
水
道
の
給
水
人
口
は
一
万

い
、
文
化
的
生
活
水
準
の
向
上
を
七
千
七
百
人
で
全
体
の
六
十
三
・
九
パ

会
の
基
盤
を
強
化
し
、
住
民
福
祉
の
向
価
を
お
く
ら
せ
、
一
そ
う
人
口
の
流
出

聖
開
議
報
的
謝
離
航
謂
帥
酎
髭
鍼
絹
　
町
振
興
の
基
本
方
針

等
の
整
備
に
関
す
る
総
合
的
、
か
つ
、
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
は
炭
鉱
町
と
い
う
カ
ラ
ー
を
脱
地
域
の
発
展
を
は
か
り
ま
す
。

計
画
的
な
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
　
し
た
が
っ
て
、
過
疎
現
象
を
こ
の
ま
し
北
九
州
広
域
都
市
圏
の
中
の
蔀
と
　
商
業
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
地
域
の

要
な
特
別
措
置
を
講
じ
よ
・
つ
と
す
る
も
ま
に
放
置
す
る
こ
と
は
、
国
土
及
び
資
し
て
、
そ
の
機
能
の
蔀
を
分
担
し
ま
発
展
に
対
応
す
る
た
め
そ
の
近
代
化
、

の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
源
の
合
理
的
な
利
用
の
上
か
ら
も
、
社
す
。
　
　
　
　
　
　
　
協
業
化
を
促
進
し
ま
す
。

最
近
に
お
け
る
わ
が
国
の
経
済
社
会
会
資
本
の
効
率
化
の
面
か
ら
も
、
は
た
　
す
な
わ
ち
、
北
九
州
工
業
地
帯
に
働
　
広
域
行
政
と
し
て
は
大
規
模
な
生
活

親
潮
鵜
蒜
誓
璃
漂
餅
朋
崇
増
に
寮
を

推
為
し
事
実
上
広
域
市
町
村
圏
を
形
成

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
諷
Ｆ
ｌ
う
二
ゝ
）
至
コ
ヨ
こ
こ
ト
ご
と
点
的
に
行
な
い
ま
す
。

図
る
。

④
産
炭
地
城
操
典
事
業
団
造
成
の
工

場
団
地
を
甲
心
に
電
子
及
び
電
気

器
機
な
ど
比
較
的
公
害
の
少
な
い

企
業
を
折
致
し
、
雇
用
の
増
大
を

は
か
る
。

⑧
新
し
い
地
域
の
発
展
に
対
応
し
た

商
店
の
育
成
に
努
め
る
た
め
経
営

の
近
代
化
、
協
業
化
を
促
進
す

る
。

④
小
中
学
校
の
防
音
校
舎
の
建
設
を

進
め
そ
の
盤
傭
を
行
な
う
。

⑦
計
画
期
間

こ
の
計
画
は
昭
和
四
十
五
年
度
か

ら
昭
和
四
十
九
年
度
ま
で
の
五
ケ

年
間
と
す
る
。

ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
日
本
炭
破
株
式
会

社
の
専
用
水
道
を
合
わ
せ
る
と
殆
ん
ど

百
パ
ー
セ
ン
ト
の
給
水
率
で
あ
り
ま

す
。給

水
能
力
と
し
て
は
本
年
で
率
一
次

拡
張
計
画
が
完
了
し
計
画
給
水
人
口
も

二
万
三
千
八
百
人
に
な
り
ま
す
が
、
本

町
に
は
浄
水
施
設
が
な
く
、
北
九
州
市

と
中
間
市
か
ら
浄
水
を
購
入
し
て
配
水

し
て
お
り
経
営
は
苦
し
く
毎
年
一
千
万

円
以
上
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
行
な
っ
て
も
な
お
、
一
千
万
円
以
上

の
赤
字
を
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
日
炭
専
用
水
道
の
町
上
水
道

へ
の
切
替
え
聞
髄
が
あ
り
第
二
次
紘
張

計
画
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑨
環
境
衛
生
に
つ
い
て

し
尿
処
理
は
申
闇
市
と
遠
賀
郡
四
町

で
中
間
市
外
遠
賀
郡
四
ケ
町
環
境
衛
生

施
殴
組
合
を
設
立
し
て
お
り
、
一
日
の

処
理
能
力
は
百
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
既
に

限
界
に
逮
し
て
い
る
の
で
処
理
能
力
を

倍
増
す
る
よ
う
計
画
中
で
あ
り
ま
す
。

ゴ
ミ
処
理
は
遠
賀
郡
で
芦
屋
町
外
三

ケ
町
環
境
衛
生
施
設
組
合
を
つ
く
り
、

四
十
六
年
度
か
ら
建
設
す
る
計
画
で
あ

り
ま
す
。

火
葬
場
に
つ
い
て
も
遠
賀
郡
で
一
部

事
務
組
合
を
つ
く
り
各
町
の
施
設
を
統

合
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

③
老
人
福
祉
施
設
に
つ
い
て

↓
ク
．
ぐ
．
－
．
く
て
一

に
鋳
璃
鰭
齢
荒
崇
親
は
禦
細
抽
紆
措
置

が
発
生
し
、
芸
、
農
山
漁
村
に
お
き
弱
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
醸
、
過
疎
行
な
う
た
め
、
吉
田
・
猪
熊
両
団
地
に

ま
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
過
疎
現
象
が
生
地
城
の
生
活
環
境
、
産
業
基
盤
な
ど
の
公
害
の
な
い
中
堅
優
艮
企
業
を
誘
致
Ｌ
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嚢
産
業
の
推
移
と
動
向

過面画面亡指定

認承で

町振興計画

臨時議会

過
疎
地
域
に
該
当
す
る
こ
と
に

な
り
町
摸
興
の
た
め
に
、
八
月
二

十
九
日
臨
時
議
会
を
招
集
し
ま
し

た
。過

疎
地
域
振
興
計
画
案
は
承
認

さ
れ
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

本
町
は
日
本
炭
碑
株
式
会
社
を
中
核

と
し
て
、
そ
の
関
連
の
下
締
企
業
や
炭

住
人
口
を
そ
の
顧
客
と
す
る
商
店
な
ど

石
炭
産
業
に
重
傾
斜
し
た
産
業
構
造
を

な
し
て
い
ま
し
た
。

第
一
次
産
業
と
し
て
は
兼
業
を
主
体

と
す
る
農
業
が
わ
ず
か
に
存
在
す
る
の

み
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
昭
和
三
十
年
後
半
か
ら
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
革
命
に
よ
る
石
炭
産
業
の
斜
陽

化
と
日
庚
の
第
一
鉱
業
所
の
閉
山
な
ど

に
よ
る
企
業
縮
小
に
よ
っ
て
、
全
産
業

か
決
定
的
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

従
っ
て
産
業
の
再
編
成
を
行
な
う
必

要
が
あ
り
、
産
炭
地
域
振
興
事
業
団
造

成
の
吉
田
・
猪
熊
の
両
工
場
田
地
に
公

害
が
な
く
水
の
い
ら
な
い
企
業
す
な
わ

ち
電
子
・
電
気
器
機
製
造
業
な
ど
を
数

社
誘
致
す
る
計
画
で
す
。

又
国
道
三
号
線
や
国
鉄
鹿
児
島
本
線
沿

線
地
域
に
は
サ
ー
ビ
ス
型
金
票
顔
致

す
る
計
画
で
す
。

商
業
に
つ
い
て
は
、
北
九
州
圏
の
二

大
商
店
街
の
一
つ
で
あ
り
北
九
州
の
副

都
心
と
も
嘗
う
べ
き
黒
崎
に
至
近
距
離

に
あ
る
た
め
大
き
な
発
展
は
望
め
ず
、

小
規
模
の
日
用
品
を
中
心
と
し
た
商
店

が
、
各
地
区
の
中
心
あ
た
り
に
発
達
す

る
と
思
わ
を
－
，
彗

農
業
に
つ
い
て
は
、
就
業
人
口
が
全

体
の
わ
ず
か
四
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ

り
、
こ
の
比
率
は
将
来
も
大
き
く
変
わ

る
こ
と
は
な
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
就
業
人
口
中
、
通
勤
者
の
比

率
は
約
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ

り
、
そ
の
殆
ん
と
は
北
九
州
市
へ
の
通

勤
で
あ
り
ま
す
。
一

そ
し
て
今
後
も
北
九
州
市
は
工
業
地

帯
と
し
て
更
に
躍
適
す
る
こ
と
は
確
実

で
あ
り
、
本
町
か
ら
同
市
へ
の
通
勤
が

容
易
で
あ
る
と
い
う
地
理
的
条
件
な
ど

を
考
え
る
と
、
こ
の
傾
向
は
将
来
も
続

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ィ
、
行
政
の
状
況

広
域
行
政
と
し
て
計
画
や
情
報
交
換

に
つ
い
て
は
、
北
九
州
市
と
そ
の
西
部

地
域
の
二
市
四
町
に
よ
る
北
九
州
圏
西

部
地
域
広
域
行
政
連
絡
協
議
会
や
県
、

福
岡
市
、
北
九
州
市
で
構
成
し
て
い
る

福
岡
・
北
九
州
大
都
市
圏
会
議
の
一
部

門
で
あ
る
玄
海
グ
リ
ー
ン
ラ
ィ
ン
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
は
か
一
部
事
務
組
合
と
し
て
、

遠
賀
郡
、
中
間
市
で
結
成
し
て
い
る
も

の
と
し
て
中
間
市
外
遠
賀
郡
四
町
環
境

☆　教育施設の現況と問題点

小
学
校
は
四
校
あ
り
学
級

総
数
は
十
八
～
二
十
八
学
級

で
あ
り
ま
す
。

中
学
校
は
二
校
あ
り
学
級

総
数
は
十
六
と
二
十
八
学
級

で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
設
置
上
の
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
施
投
と
し
て
は
、
校

舎
に
つ
い
て
全
校
防
音
校
舎

へ
の
改
築
を
計
画
し
て
お

り
、
現
在
全
部
完
了
し
た
も

の
は
小
学
校
一
枚
、
一
部
完

了
し
た
も
の
小
学
校
一
校
、

改
築
中
の
も
の
中
学
校
一
校

で
あ
り
ま
す
。

南
部
地
域
の
下
二
小
学
校

に
つ
い
て
は
鉱
害
復
旧
を
要

し
ま
す
。

屋
内
体
育
飴
に
つ
い
て
は
老
朽
化
し

た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
各
学
校
と
も

一
応
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ー
ル
施
投
に
つ
い
て
は
猪
熊
小
学

校
と
水
巻
帝
甲
学
校
に
つ
い
て
は
施
投

が
あ
り
ま
せ
ん
。

幼
稚
園
は
私
立
の
も
の
が
二
園
、
日

炭
社
立
の
も
の
が
四
囲
、
保
育
所
は
町

立
三
園
あ
り
、
充
分
と
は
い
え
な
い
が

一
応
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
民
館
は
中
央
公
民
館
と
し
て
町
民

会
館
が
あ
り
ま
す
が
設
備
は
不
完
全
で

あ
り
会
す
。

又
、
各
地
区
に
は
大
体
集
会
所
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
公
民
館
と
し
て
は

設
備
が
不
完
全
で
あ
り
、
老
朽
化
し
て

い
る
も
の
も
相
当
存
在
し
ま
す
。

体
育
施
投
と
し
て
は
、
日
炭
社
有
の

球
場
（
但
し
有
料
）
が
あ
る
の
み
で
他

に
見
る
べ
き
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
に
は
教
育
、
文
化
施
設
は

全
く
な
く
、
こ
の
分
野
で
の
地
役
盤
億

の
立
遅
れ
が
著
し
く
目
立
ち
ま
す
。

用
そ
の
対
策

①
小
中
学
校
の
防
音
校
舎
へ
の
改
築

事
業
を
実
施
す
る
。

⑧
プ
ー
ル
放
牧
の
全
校
完
備
を
は
か

る
が
、
猪
熊
小
学
校
に
つ
い
て
は
一

般
住
民
に
も
使
用
さ
せ
る
た
め
町
民

⑨
校
舎
の
鉱
害
復
旧
は
早
急
に
実
施

す
る
。

⑪
　
現
在
の
水
巻
中
学
校
の
体
育
館
、

プ
ー
ル
を
町
民
体
育
施
設
と
し
て
そ

の
盤
傭
を
行
な
う
。

⑦
図
書
飴
の
建
設
は
困
難
で
あ
る
の

で
、
現
在
の
町
民
会
館
の
図
書
署

充
実
す
る
と
共
に
学
校
の
図
書
室
と

関
連
さ
せ
て
児
童
の
た
め
の
図
書
施

投
の
整
備
を
は
か
る
。

⑧
　
中
心
地
区
に
老
人
集
会
放
牧
と
し

プ
ー
ル
と
し
て
建
殴
す
る
。

⑧
　
水
巻
南
中
学
校
に
プ
ー
ル
を
建
設

す
る
。

④
給
食
施
設
の
総
合
化
を
行
な
う
た
⑧

め
給
食
セ
ン
タ
ー
を
投
置
し
中
学
枚

に
も
給
食
を
実
施
す
る
。

て
老
人
憩
の
家
を
建
設
し
、
併
せ
て

福
祉
施
設
と
し
て
の
機
能
を
も
た
せ

る
。地

区
公
民
館
の
新
築
及
び
改
築
に

つ
い
て
は
、
助
成
措
置
を
行
な
い
ま

す
。

老
人
福
祉
施
投
組
合
を
緒
成
し
養
老
施

設
を
毀
立
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
老
人
に
対
す
る
福
祉
対
策

と
し
て
健
康
珍
断
の
実
施
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
育
成
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

④
保
育
所
に
つ
い
て

町
立
の
保
育
所
が
三
園
あ
り
、
園
児

数
は
二
百
四
人
で
あ
り
、
乳
児
保
育
裾

行
な
っ
て
い
る
の
は
夢
二
保
育
所
の
み

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
最
近
主
婦
の
労
働
力
化
が
進

ん
で
い
る
関
係
で
完
全
保
育
を
望
む
声

が
非
常
に
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

又
低
学
児
童
の
鍵
っ
子
に
対
す
る
保

育
の
要
醇
も
あ
り
ま
す
。

母
子
福
祉
対
策
と
し
て
町
立
の
母
子

寮
を
設
立
し
て
お
り
二
十
世
帯
の
収
容

能
力
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
十
三
世
帯

が
入
居
し
て
い
ま
す
。

⑤
消
防
施
設
お
よ
び

救
急
体
制

消
防
署
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
消
防

職
且
に
つ
い
て
は
基
準
五
十
六
人
に
対

し
十
一
人
で
充
当
率
十
九
・
九
パ
ー
セ

ン
ト
、
ポ
ン
プ
車
に
つ
い
て
は
基
準
三

に
対
し
芸
あ
り
職
員
お
よ
び
地
役
の

増
強
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
消
防
団
は

分
団
五
、
団
員
百
五
十
一
人
、
ポ
ン
プ

車
五
台
で
あ
り
ま
す
が
ポ
ン
プ
車
は
全

て
老
朽
化
し
て
お
り
更
新
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

救
急
体
制
は
全
然
整
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
本
年
十
月
か
ら
救
急
業
務
を
実
施

す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑥
保
健
医
療
施
設
に
つ
い
て

医
療
機
関
と
し
て
は
、
総
合
病
院
で

は
日
放
中
央
病
院
（
内
科
、
外
科
、
産

婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
歯
科

）
が
あ
り
、
そ
の
は
か
に
は
私
立
の
医

院
十
二
歯
科
医
墜
ハ
が
あ
り
ま
す
。

伝
染
病
院
は
遠
賀
郡
で
設
立
し
た
遠

賀
郡
岡
垣
町
外
三
ケ
町
伝
染
病
院
組
合

が
あ
り
県
立
遠
賀
病
院
に
併
設
し
て
い

ま
す
。⑦

住
宅
に
つ
い
て
．

旧
炭
住
街
に
は
未
だ
多
数
の
離
職
者

が
居
住
し
て
お
り
炭
住
街
は
全
く
盤
傭

さ
れ
ず
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
ま

す
。住

宅
環
境
と
し
て
は
最
悪
の
状
態
に

あ
り
ま
す
の
で
、
四
十
四
年
度
か
ら
炭

住
の
住
宅
改
良
事
業
を
実
施
中
で
あ
り

ま
す
。

そ
の
対
策

①
　
し
尿
処
理
施
設
は
現
能
力
を
増
強

・
す
る
。

⑧
　
ゴ
ミ
処
理
施
投
は
遠
賀
郡
で
一
部

等
務
組
合
を
椿
成
し
て
お
り
四
十
六

年
度
に
芦
屋
町
に
建
設
す
る
。

⑧
　
火
葬
場
に
つ
い
て
は
遠
賀
郡
一
部

事
務
組
合
で
建
投
す
る
。

④
　
消
防
力
の
増
強
と
救
急
体
制
を
確

立
す
る
た
め
遠
賀
郡
で
組
合
消
防
を

結
成
す
る
。

又
水
そ
う
付
ポ
ン
プ
車
三
ポ
ン

プ
車
四
（
本
町
関
係
）
を
購
入
し
施

投
を
更
新
す
る
。

⑧
老
人
福
祉
施
設
対
策
と
し
て
集
会

所
を
設
置
し
老
人
の
憩
の
場
と
す

る
。

⑧
　
炭
住
の
改
艮
事
業
を
施
行
し
環
境

の
整
備
を
は
か
る
。

⑦
保
育
所
の
施
設
の
充
寮
を
は
か

る
。

衛
生
施
設
組
合
（
し
尿
処
理
）
、
中
間

市
・
遠
賀
郡
老
人
福
祉
施
設
組
合
が
あ

り
、
遠
賀
郡
の
み
で
結
成
し
て
い
る
も

の
と
し
て
、
岡
垣
町
外
遠
賀
郡
三
ケ
町

伝
染
病
院
組
合
、
芦
展
町
外
遠
賀
郡
三

ケ
町
環
境
衛
生
施
設
組
合
（
ゴ
ミ
処
理

）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

又
、
火
葬
場
、
消
防
に
つ
い
て
も
一

部
事
務
組
合
を
設
立
す
る
よ
う
計
画
し

て
い
ま
す
。

地
域
指
定
と
し
て
は
塵
庚
地
域
撹
興

臨
時
措
置
法
箔
六
条
地
域
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

☆
道
路
行
政
に
つ
い
て

国
・
県
道
に
つ
い
て
は
本
町
の
腹
部

を
東
西
に
国
華
二
号
線
が
走
り
、
北
端

に
は
県
道
若
松
・
芦
屋
・
福
間
線
の
建

設
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

南
北
を
貫
く
縦
貫
道
と
し
て
は
県
道

水
巻
・
芦
屋
線
、
県
道
水
巻
・
中
間

線
、
県
連
由
間
・
立
屋
敷
線
が
あ
り
本

町
と
他
の
市
町
と
を
結
ぶ
道
路
は
一
応

鞍
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
域
内
幹
線
道
路
に

つ
い
て
は
炭
住
が
東
側
山
ろ
く
地
帯
に

そ
っ
て
発
達
し
た
た
め
町
全
域
と
し
て

そ
の
整
備
が
著
し
く
立
遅
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
数
年
来
の
財
政
窮
迫
の
た
め

通
勤
・
通
学
路
な
ど
足
元
道
路
の
整
備

は
殆
ん
ど
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
町
道
の

舗
装
率
は
十
六
－
セ
ン
ト
程
度
で
あ

近
隣
市
町
に
比
べ
て
著
し
く
低
い
。

☆
　
そ
の
対
策

基
幹
道
路
と
し
て
翼
立
屋
敷
・
猪

熊
線
（
仮
称
　
逮
郁
ｈ
墟
防
）
を
県
道

と
し
て
認
定
し
て
頂
き
舗
装
施
行
さ
れ

る
よ
う
県
に
要
聾
し
ま
す
。

本
道
路
は
国
道
三
号
線
以
北
の
地
域

に
つ
い
て
は
北
嶋
に
県
道
若
松
・
芦
屋

・
福
間
線
、
南
端
に
国
道
三
号
線
の
二

本
の
横
の
道
路
と
東
西
の
縦
の
道
路
で

結
ぶ
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

東
の
縦
貫
道
と
し
て
県
道
水
巻
・
芦

屋
線
が
あ
り
ま
す
が
、
西
側
に
は
幹
線

堅
貞
道
が
な
く
本
町
北
西
部
の
開
発
が

著
し
く
遅
れ
て
い
る
た
め
、
本
道
路
の

建
設
を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。本

道
路
は
以
前
県
道
で
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
の
県
道
水
巻
・
芦
展
線
を
県

道
と
し
て
認
定
す
る
と
き
、
振
り
替
え

ら
れ
た
と
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
り
ま

す
。県

道
若
栓
・
芦
屋
・
福
岡
線
が
完
成

し
た
と
き
、
そ
れ
と
国
華
二
号
線
と
結

ぶ
意
義
を
有
し
、
域
内
道
路
と
し
て
も

北
部
地
域
の
道
路
を
す
べ
て
本
道
路
に

結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
城
内
の
交
通
体
形

の
整
備
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
。

そ
の
は
か
町
事
業
と
し
て
は
、
域
内

幹
線
道
路
と
そ
れ
に
連
絡
す
る
足
元
道

路
の
整
備
を
重
点
的
に
行
な
う
た
め

に
、
そ
れ
ら
達
路
の
舗
装
を
実
施
し
ま

す
。そ

の
た
め
の
方
策
と
し
て
本
町
の
財

政
事
情
に
か
ん
が
み
過
疎
対
策
事
業
を

は
じ
め
、
開
発
就
労
事
業
、
緊
就
事

窄
二
般
失
対
事
業
、
県
撥
興
基
金
革

業
な
ど
国
県
の
高
率
補
助
事
業
を
活
用

し
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
て
採
択
し

て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。
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